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研究成果の概要（和文）：Lewy小体型認知症(DLB)の幻視のメカニズムと表情認知の神経基盤を解明するため、
モーフィングという映像作成技術を用いた新しい心理検査を開発した。DLBやパーキンソン病、アルツハイマー
型認知症の患者に開発した課題を実施し、得られた結果から顔への見えやすさと判断の曖昧さを連続変数のパラ
メータとして算出した。結果では、DLBでは他疾患に比べて提示された画像を顔と判断しやすく、また判断が曖
昧な傾向が認められた。症例数不足のため、得られたパラメータを脳機能画像と組み合わせて解析することはで
きなかった。

研究成果の概要（英文）：To investigate neural basis of visual hallucinations and facial recognition 
of Dementia with Lewy Body (DLB), we developed a new task using imaging technique called "Morphing".
 We performed the task to patients with DLB, and Parkinson's disease (PD), and Alzheimer's disease 
(AD), calculated parameters of bias of facial recognition and ambiguity of judgement as a continuous
 variable. As a results, patients with DLB tended to be more likely to judge visual stimuli as faces
 and to be more ambiguous than patients with PD and AD. Due to the insufficient number of cases, we 
could not analyze the parameters in combination with functional brain images.

研究分野： 神経内科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
脳機能画像で得られるパラメータは連続変数だが、既存の神経心理検査で得られる結果の多くは離散変数であ
り、組み合わせて解析することが困難であった。本研究では新しい心理検査を開発することで、顔認知の偏向性
と判断の曖昧さについて連続変数のパラメータを得ることができた。今後既存の神経心理検査や脳機能画像と組
み合わせてより精密な解析が行える可能性が示された。また本課題がDLBの診断や鑑別に有用である可能性が示
唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 Lewy 小体型認知症(DLB)は進行性の認知機能障害を中心的特徴として，幻視・パーキンソニズ
ム・認知機能の変動を中核的特徴とする疾患概念である.DLB では「子供が遊んでいる」といっ
たような，人物や動物などの具体的な内容の複雑性幻視を有することが多いのが特徴で[1][2][3]，
また幻視を伴う DLB 患者では伴わない患者に比べて視知覚障害が重度とされており[4][5][6]，幻
視の発現には視知覚障害が関連することが示唆されていた.DLB 患者ではカーテンが人に見える，
壁のシミが虫に見えると行った錯視もみられることがあり，不明瞭あるいは意味のない視覚対
象から明瞭で具体的な錯視像が作り出されるという複雑錯視の一つであるパレイドリアとの類
似性が指摘されるようになった.DLB のパレイドリアと幻視の間に無意味な視覚情報に意味を見
いだすという共通した心理メカニズムが存在するという仮説が実験的に検討され，パレイドリ
アが DLB と AD の鑑別に有効であることが示された[7].このように疾患鑑別および幻視の症状を
評価することが可能になったことで今後神経基盤の解明が期待されていた． 
 また MRI ハードウェアと解析手法の技術的進歩により，DTI を用いた解剖学的神経結合の検討
や安静時 fMRI を用いた機能的神経結合の検討は脳機能画像のトピックになっていた． 
 
２．研究の目的 
 脳機能画像で得られるパラメータは連続変数だが，既存の神経心理検査で得られる結果の多
くは離散変数であり，組み合わせて解析することが統計学的に困難であった．よって本研究では
「人物や動物などの幻視を伴いやすい DLB 患者では，別の画像に人の顔を混ぜたものを提示し
た場合に，パレイドリアと同様の神経基盤により人の顔の要素が少なくてもその画像を人と判
別しやすいのではないか」という仮説を立て，モーフィングという映像作成技術を用いて人の顔
から別の画像に段階的に変化する画像を被験者に提示して，顔に見えるかどうかを判別させる
課題を開発した．顔の要素がどの程度混ざると人の顔と判断されるかについて得られた結果を
統計的に解析することで，顔への見えやすさと判別の曖昧さを連続変数のパラメータとして定
量化した． 
 得られたパラメータを既存の心理神経検査と比較することでパラメータの妥当性を評価し，
脳機能画像と組み合わせてより精度の高い解析を行うことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
(1)モーフィング課題 
 Abrosoft FantaMorph 5.0 というモーフィング画像作成ソフトを用いて，人の顔と電車の画像
のモーフィング画像を作成した．人の顔写真はThe Japanese Female Facial Expression (JAFFE) 
Database から選別し，電車の画像は著作権フリーの写真を使用した．それぞれの画像はモーフ
ィングしやすいようにガウス差分フィルターをかけてから輪郭を抽出した．作成したモーフィ
ング画像から，顔の成分が 5〜95%含まれるものを 5%ごとに抽出して視覚刺激とした(図 1)． 
 実験では，はじめに顔の割合が 5・10・90・95%含まれるものをテスト刺激として提示し，人の
顔と電車を正しく判断できるかどうかを確認した．そして本実験では，顔の割合が 25〜75%含ま
れるものをランダムに提示し，提示された画像が人の顔と電車のどちらに見えるかを強制選択
課題として判断させた(図 2)．視覚刺激の提示にはフリーソフトである Psychopy を使用した． 
 得られた結果を曲線推定が可能な統計ソフトである Graphpad Prism を用いてグラフにプロッ
トし，シグモイド関数である Boltzmann 関数を用いて曲線推定し，Top と Bottom の中間となる
x軸のポイント(X50)と曲線の傾き(slope)を算出した． 
 X50 を顔への見えやすさ，slope を判断の曖昧さのパラメータと仮定し(図 3)，MMSE，FAB，ノ
イズパレイドリアテスト(NPT)，RBDSQ-J と比較する予定だったが症例数不足で行えなかった． 
(2)MRI 画像解析による神経基盤の検討 
 3.0 テスラ MRI による voxel-based morphometry を用いた脳容積定量解析，DTI，安静時 fMRI
を用いた脳機能結合解析を行うことで，モーフィング課題で得られた，幻視およびパレイドリア
の起こりやすさを反映していると考えられる X50と総合的な視知覚機能を反映するとか考えられ
る slope に関連する大脳ネットワークを解明していく予定だったが，症例不足により画像解析
は行えなかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(図1) モーフィ ング画像の例
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４．研究成果 
(1)モーフィング課題 
・対象 
 臨床診断基準に基づいて診断された，Lewy 小体型認知症(probable DLB)，パーキンソン病
(probable PD)，アルツハイマー型認知症(probable AD)の症例をそれぞれ 30例，年齢・性別・
教育歴をあわせた健常者 30 例を目標としたが，想定より課題を遂行できる症例が少なく，また
2020 年度・2021 年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で被験者の募集ができなか
ったため，最終的に心理検査を遂行できたのは DLB 7 例，PD 13 例，AD 5 例だった． 
・結果 
 X50は DLB 群が 52.03 ± 9.17，PD 群が
56.30 ± 5.58，AD 群が 56.71 ± 5.52 で，
DLB 群がほかの 2群に比べてやや低い傾向
が認められたが，有意差は認められなかっ
た．slope は DLB 群が 9.03 ± 7.03，PD 群
が 5.37 ± 1.92，AD 群が 5.99 ± 1.7 で，
DLB 群がほかの 2群に比べて高い傾向が認
められたが，有意差は認められなかった
(図 4)． 
 有意差は認められなかったが，他疾患と
比較して DLB で X50 が低い傾向であったこ
とから，X50が DLB の幻視の発現に関連して
いる可能性が考えられた．また slope も
DLB で他疾患に比べて高い傾向にあり，DLB
での判断の曖昧さが視知覚障害に関連し
ている可能性が考えられた． 
・結論 
 モーフィング課題を用いることで，顔認
知の偏向性と判断の曖昧さを定量化する
ことができた．今回は症例数不足で脳機能
画像解析を行うことができなかったが，組
み合わせることで幻視の発現メカニズムや視知覚機能障害の神経基盤の解明につながる可能性

(図2) モーフィ ング課題の実際
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(図3) X50と slopeに対する仮説
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(図4)モーフィ ング課題の結果
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があると考えられた． 
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